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平
成
十
五
年
度
学
会
秋
季
大
会
研
究
発
表
要
旨
現
代
に
お
け
る
敬
語
使
用
と
　
規
範
意
識
の
変
遷
博
士
後
期
課
程
三
年
鈴
木
智
映
子
　
本
発
表
は
、
近
現
代
敬
語
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
戦
後
の
敬
語
使
用
と
敬
語
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
戦
前
の
絶
対
敬
語
か
ら
戦
後
の
相
対
敬
語
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
後
の
敬
語
に
関
し
て
も
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
共
時
的
な
敬
語
の
特
質
や
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
終
戦
か
ら
現
代
ま
で
の
流
れ
を
見
通
す
通
時
的
研
究
は
管
見
に
よ
れ
ば
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
戦
後
の
敬
語
使
用
や
敬
語
規
範
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
言
語
事
象
を
提
示
し
、
実
証
的
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的
と
す
る
。
　
戦
後
の
敬
語
の
変
遷
を
通
時
的
に
見
る
と
、
二
つ
の
転
換
点
が
あ
る
こ
と
が
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
転
換
点
と
は
、
i
昭
和
三
十
～
四
十
年
代
に
お
け
る
変
化
、
・
1
1
平
成
に
お
け
る
変
化
、
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
・
－
昭
和
三
十
～
四
十
年
代
の
敬
語
の
実
態
を
取
り
上
げ
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
敬
語
の
変
化
が
、
そ
の
後
の
敬
語
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
　
昭
和
三
十
～
四
十
年
代
と
い
う
の
は
、
日
本
経
済
の
復
興
が
軌
道
に
乗
り
始
め
、
高
度
経
済
成
長
期
へ
と
進
ん
で
い
く
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
社
会
構
造
の
変
化
と
し
て
、
日
本
社
会
の
構
造
的
変
化
（
農
村
型
社
会
か
ら
都
市
型
社
会
へ
）
、
人
口
の
都
市
集
中
、
第
三
次
産
業
の
隆
盛
、
高
学
歴
化
社
会
、
経
済
大
国
化
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
変
化
は
、
敬
語
の
使
用
状
況
に
も
必
然
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
敬
語
の
使
い
方
の
基
準
が
変
わ
っ
て
い
く
時
代
で
あ
り
、
敬
語
使
用
の
過
渡
期
と
も
い
え
る
こ
の
時
代
に
は
、
様
々
な
「
敬
語
の
混
乱
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、
①
家
庭
内
敬
語
の
衰
退
、
②
さ
ま
ざ
ま
な
誤
用
、
③
敬
語
の
濫
用
－
商
業
敬
語
や
幼
稚
園
こ
と
ば
、
④
敬
語
使
用
の
要
因
の
複
雑
化
－
職
場
の
敬
語
、
等
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
台
本
や
新
聞
・
雑
誌
等
の
言
説
を
も
と
に
、
①
の
家
庭
内
敬
語
の
衰
退
を
中
心
に
考
察
し
た
。
結
果
は
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ω
戦
前
は
、
子
か
ら
親
へ
の
会
話
の
中
で
は
、
何
ら
か
の
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
　
い
る
。
年
上
の
兄
弟
に
対
し
て
も
、
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
く
あ
る
。
家
　
庭
の
中
で
の
身
分
の
上
下
、
年
齢
の
上
下
が
は
っ
き
り
現
れ
た
結
果
と
な
っ
　
て
い
る
。
②
戦
後
、
昭
和
二
十
年
代
、
三
十
年
代
前
半
に
お
い
て
は
、
家
庭
内
で
敬
語
を
　
使
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
戦
前
と
く
ら
　
べ
る
と
、
尊
敬
語
・
謙
譲
語
の
減
少
、
丁
寧
語
使
用
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
㈹
家
庭
内
の
敬
語
は
四
十
年
代
に
入
る
と
減
少
す
る
。
一77一
